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展示のご案内

※8/18（日）～9/1（日）は「入館料無料期間」

開館5周年記念展示（前期）

「植田さん家の名品・お宝 ～植田家を語るものたち～ 工芸品編」
2013年7月4日（木）～9月1日（日）

 次 回  通常展「大和川付け替え関連展示」（9/5～10/30）

　河内平野・大和川付け替えの歴史、植田家の出来事など、年表形式のパネルで

　展示します。旧植田家住宅の所蔵品も一部展示。

 予 告  11月

　　開館5周年記念展示（後期）「植田家を語るものたち～書画編～」

※休館日はＰ１５をご覧ください
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表紙写真

「金
きんぎんまきえしょうちくばいもんほかい

銀蒔絵松竹梅文行器」

　行器は、特別な日の食物を運ぶための木製の蓋付

き容器です。この行器は、松竹梅の文様が金銀蒔絵で

施され、飾り金具が付いた非常に豪華な作りになっ

ています。その意匠から元禄期（1688 ～ 1704）に

作られたものと考えられます。
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開
館
五
周
年
記
念
展
示

「
植
田
さ
ん
家
の
名
品
・
お
宝
」

　

安
中
新
田
会
所
跡 

旧
植
田
家
住
宅
は
、
平
成

二
十
一
年
の
五
月
に
開
館
し
て
か
ら
、
今
年
で
五

年
目
を
迎
え
ま
す
。
当
施
設
で
は
、
開
館
五
周
年

を
記
念
し
て
「
開
館
五
周
年
記
念
展
示（
前
期
） 

植
田
さ
ん
家
の
名
品
・
お
宝
～
植
田
家
を
語
る
も

の
た
ち
～
工
芸
品
編
」（
七
月
四
日
（
木
）
～
九
月
一

日
（
日
））
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
工

芸
品
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
企
画
展
な

ど
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
優
品
を
集
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
そ
の
見
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
、
優
品
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま

ず
何
と
い
っ
て
も
見
た
目
の
豪
華
さ
。
つ
ま
り「
意

匠
の
優
れ
た
も
の
」
で
、
例
え
ば
《
金
蒔
絵
秋
草

文
五
段
重
箱
》
や
《
金
銀
蒔
絵
松
竹
梅
文
行
器
》

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
産
地
や
作
者
が
特
定

で
き
る
も
の
（
＝
有
名
な
も
の
）」
や
「
時
代
が

わ
か
る
も
の
（
＝
主
に
古
い
年
代
の
も
の
）」
も

優
品
の
基
準
と
し
て
選
ん
で
い
ま
す
。

　

展
示
は
陶
磁
器
・
金
属
器
・
漆
器
・
茶
道
具
と

大
き
く
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
ら
れ
、
そ
の

中
で
も
今
回
、
目
玉
に
な
っ
て
い
る
の
が
次
の

三
点
で
す
。
ま
ず
は
陶
磁
器
の
中
か
ら
、
江
戸

時
代
中
期
に
活
躍
し
た
尾お

が
た
け
ん
ざ
ん

形
乾
山
（
一
六
六
三
～

開館五周年記念展示

植田さん家の名品・お宝

中村宗哲《棗》

《染付団龍文大皿》

十代 旦入《黒樂茶碗》

尾形乾山《色絵花文香炉》

植田家に伝わる

優品が

勢ぞろい

ち
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一
七
四
三
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
《
色
絵
花
文
香

炉
》
で
す
。
器
全
体
に
白
化
粧
が
施
さ
れ
、
側
面

に
は
色
絵
で
花
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
色
鮮
や

か
な
作
品
で
す
。
二
つ
目
は
、
茶
道
具
の
中
か
ら

有
名
な
樂
家
十
代 
旦た

ん
に
ゅ
う

入
（
一
七
九
五
～
一
八
五
四
）

作
の
《
黒
樂
茶
碗
》。
黒
色
の
素
地
に
白
色
の
渦

巻
き
文
様
が
引
き
立
っ
た
逸
品
で
す
。
そ
し
て
最

後
も
茶
道
具
の
中
か
ら
、※
千
家
十
職
の
一
人
で

漆
師
の
中
村
宗そ

う
て
つ哲
作
の
《
棗

な
つ
め
》
で
す
。
萩
や
桔
梗

と
い
っ
た
秋
草
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
繊
細
優
美
な

作
品
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
陶
磁
器
で
は
江
戸
時
代
末
期

頃
の
肥
前
系
（
佐
賀
県
・
長
崎
県
）
の
窯
で
焼
か

れ
た
《
染
付
団
龍
文
大
皿
》
や
《
色
絵
草
花
文
三

つ
鉢
》、
中
国
・
明
末
期
（
一
七
世
紀
頃
）
に
作

ら
れ
た
《
呉
須
赤
絵
龍
菊
牡
丹
文
大
皿
》
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
金
属
器
で
は
、
植
田
家
の
家
紋

が
入
っ
た
銀
製
の
銚
子
や
、
京
都
の
金
工
家
・
金

谷
五
郎
三
郎
作
の
火
鉢
や
茶
托
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
漆
器
で
は
、
豪
華
な
蒔
絵
が
施

さ
れ
た
《
金
蒔
絵
秋
草
文
五
段
重
箱
》
と
《
金
銀

蒔
絵
松
竹
梅
文
行
器
》
の
ほ
か
、《
絵
変
蒔
絵
吸

物
椀
》
や
《
七
つ
重
ね
盃
》
な
ど
も
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。
茶
道
に
精
通
し
て
い
た
旧
植
田
家
住
宅

の
茶
道
具
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

本
展
で
は
植
田
家
の
名
品･

お
宝
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
優
品
の
数
々
が
勢
揃
い
し
、
皆
さ
ん
の
来

場
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
の
後
半
に
は

入
館
無
料
期
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
安
中
新
田
会
所
跡 

旧
植
田
家
住
宅
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
館
五
周
年
記
念
講
演
会
（
八
月
四
日
）

の
様
子
は
、
次
号
の
『
植
田
家
だ
よ
り
』
で
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
展
示
は
開
館
五
周
年
記

念
展
示
の
前
期
展
と
し
て
工
芸
品
が
中
心
で
し
た

が
、
十
一
月
か
ら
始
ま
る
後
期
展
で
は
、
植
田
家

所
蔵
の
掛
軸
や
屏
風
な
ど
、
書
画
類
の
優
品
た
ち

が
登
場
し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。

《金蒔絵秋草文五段重箱》

名品・お宝との
出会い

開館五周年記念展示（前期）
「植田さん家の名品・お宝
 ～植田家を語るものたち～工芸品編」
→７月４日(木）～９月１日（日）まで開催
　※火曜日、8月19日（月）は休館

◎8/18（日）～9/1（日）は「入館無料期間」

次回予告

開館五周年記念展示（後期）
「植田家を語るものたち～書画編～」（仮）

11月2日(土）～12月25日（水）

*千家十職（せんけじっそく）…茶道の三千家（表・裏・武者小路）に関わる塗り師・指物師など十の職家を表す尊称
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六
月
十
五
日
（
土
）、
関
西
大
学
教
授
の
中
谷
伸
生

氏
を
お
招
き
し
「
大
坂
画
壇
の
現
状
と
展
望
」
に
つ

い
て
語
っ
て
頂
い
た
。
日
本
の
近
世
近
代
美
術
の
専

門
家
で
大
坂
画
壇
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
中
谷

氏
は
冒
頭
で
「
や
や
硬
い
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
が
…
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、大
坂
画
壇
だ
け
で
な
く
、

日
本
美
術
の
現
状
と
問
題
点
に
も
言
及
し
、
身
近
な

テ
ー
マ
と
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
大
坂
画
壇
を
語
る
前
に
問
題
に
な
る
の
は
、

日
本
美
術
の
需
要
と
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
本

美
術
史
で
は
、
今
回
取
り
上
げ
ら
れ
る
大
坂
画
壇
の

よ
う
な
絵
画
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
明
治
の
初
め
頃
に
体
系
化
さ
れ
た
日
本
の
美
術

教
育
が
、
日
本
で
は
な
く
海
外
か
ら
の
あ
る
偏
っ
た

価
値
観
（
と
り
わ
け
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
天
心
な
ど
の
美

術
批
評
に
よ
る
影
響
）
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
日
本
の
近
代
社
会
に
お
い
て

は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
て
発
展
し
様
式
化
さ
れ
た

日
本
の
絵
画（
浮
世
絵
や
琳
派
の
絵
画
な
ど
）が
好
ま
れ
、

中
国
文
化
の
影
響
が
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
絵
画
が
程

度
の
低
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。
中

国
風
に
描
か
れ
た
大
坂
画
壇
の
絵
画
も
ま
さ
に
こ
う

し
た
背
景
の
中
で
、
今
日
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

私
た
ち
日
本
人
が
好
き
な
日
本
美
術
（
絵
画
）
と

い
え
ば
、
別
の
誰
か
に
よ
っ
て
固
定
の
価
値
観
が
与

え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
中
谷
氏
は
い
く

つ
か
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。
昨
今
、
日

本
で
評
価
の
高
い
伊
藤
若
冲
や
池
大
雅
な
ど
が
そ
の

好
例
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
も
の
に
日
本
人
は
価

値
を
見
出
す
と
い
う
。
こ
う
し
た
見
方
か
ら
脱
却
す

る
べ
く
、
大
坂
画
壇
の
作
品
を
再
考
し
よ
う
で
は
な

い
か
、
と
い
う
の
が
今
回
の
講
座
の
焦
点
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
日
本
の
研
究
者
や
コ
レ
ク
タ
ー
の
間
で
は
、

こ
う
し
た
動
き
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
こ
れ

ま
で
海
外
の
コ
レ
ク
タ
ー
や
研
究
者
が
日
本
の
美
術

に
対
し
て
客
観
的
か
つ
絶
対
的
な
目
で
評
価
を
高
め

て
き
た
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
身
近
に
あ
る

美
術
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
始
め
と
し
て
、
大
坂
画
壇
の
作
品
に
注
目
し
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、
作
品
の
持
つ
真
の
価
値
観

や
美
術
に
対
す
る
新
し
い
視
点
を
獲
得
し
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

　

当
日
会
場
と
な
っ
た
座
敷
の
床
の
間
に
は
、
旧
植

田
家
住
宅
所
蔵
の
大
坂
画
壇
関
連
の
掛
軸
（
岡
田
半
江

と
菅
楯
彦
の
作
品
）
が
掛
け
ら
れ
た
。
講
座
修
了
後
、

早
速
、
新
し
い
視
点（
各
々
の
審
美
眼
）を
も
っ
て
作
品

を
見
極
め
よ
う
と
す
る
参
加
者
の
姿
が
み
ら
れ
た
。

（
旧
植
田
家
住
宅
学
芸
員　

安
藤 

亮)

講 座

岡田半江《扇面図（春蘭）》

大坂画壇について語る中谷伸生氏
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文
学
に
見
る
八
尾

　
「
在
原
業
平
」「
河
内
通
い
」「
高
安
の
女
」

「
一ひ

と
よ
ぎ

節
切
り
の
笛
」「
十
三
峠
」「
恋
の
水
」
な
ど
…
。

「
在
原
業
平
の
河
内
通
い
」
を
は
じ
め
、
八
尾
に
は

数
多
く
の
伝
説
や
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
伝
説
が
生
ま
れ
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
要
素

と
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

講
座
「
文
学
に
見
る
八
尾
」
で
は
、
大
阪
経
済
法

科
大
学
教
授
の
浅
見
緑
氏
に
お
話
し
て
頂
い
た
。

在
原
業
平
と
河
内
通
い

　

若
く
て
容
姿
端
麗
で
自
由
奔
放
、
高
貴
な
家
柄

の
出
身
で
歌
も
詠
む
。
こ
の
人
物
こ
そ
が
在
原
業

平
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
実
在
の
人
物
だ

と
い
う
が
、
業
平
の
伝
説
の
も
と
と
な
っ
て
い
る

の
が
『
伊
勢
物
語
』
で
あ
る
。
そ
の
注
釈
書
に
は

「
七
千
三
百
人
の
女
性
と
付
き
合
っ
た
」
と
も
書

か
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
現
代
に
お
い
て
も
、
業
平

や
そ
の
周
辺
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
伝
承
が
多
く
残

さ
れ
、
ま
た
種
々
多
様
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

伝
説
は
、
長
い
年
月
を
経
て
、
様
々
な
書
物
や

口
伝
な
ど
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
そ
し
て
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
く
と
い
う
。
伊
勢
物
語
に
登
場
す

る
お
馴
染
み
の
「
高
安
の
女
」
の
評
価
も
色
々
で

あ
る
。「
手
づ
か
ら
い
ひ
が
ひ
と
り
て
」
と
い
う

部
分
の
解
釈
を
「
自
分
自
身
（
自
ら
、
自
分
の
手
）

で
ご
飯
を
…
」
と
せ
ず
、「
手
づ
か
み
で
…
」
や
「
匙

を
ぺ
ろ
ぺ
ろ
な
め
な
が
ら
…
」
と
す
る
も
の
も
あ

る
と
い
う
。
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
す
る
た
め

に
、
都
合
の
よ
い
解
釈
が
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
伝

わ
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
過
程
に
（
お
か
し
な
）

伝
説
や
伝
承
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　

ま
た
伝
説
は
そ
の
土
地
や
目
に
見
え
る
も
の
に

も
生
ま
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
伝
承
の
地
な
ど
が
そ
う

で
あ
る
が
、
本
来
そ
こ
に
な
い
も
の
や
あ
る
伝
承

を
伝
え
る
た
め
に
、
無
理
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
そ
の
背
景
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
そ

こ
に
隠
さ
れ
た
真
実
や
新
た
な
発
見
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
本
講
座
を
通
じ
て
学
ん
だ
。

　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
）

「在原業平の河内通い」
と

八尾の伝説

6/30 八尾再発見！文学に見る八尾

どのようにして伝説は生まれたのか？『河内名所図会』より
　　　　「業平の河内通い」の場面

講師の浅見緑氏（上）と会場の様子（下）
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⑤新家天満宮　
　創建年は不明。明治41年(1906)に菅原神社に合祀。昭和24年(1949)に
社殿再建。境内に鞍作、南鞍作、新家の三ヶ村を潤した三鞍作用水樋門の顕彰碑
があり、樋門の石材と金物が保存されている。

【参考文献】 棚橋利光『八尾の史跡』（八尾市郷土文化研究所）、 岡田光代・山下茂雄『近世柏原船の船持ちについて』（大阪府立経済研究所）、

　　　　　 加藤貴久『堤防補修における大和川300年の歴史について』（大和川河川事務所） など

⑥旧平野川跡の緑道
　平野川跡が緑道に整備されている。三鞍用水樋跡で、
樋に使われていた石を保存している。⑦凡

おおしこうちのみつね
河内躬恒の歌碑

　平安時代前期の歌人。三十六
歌仙（藤原公任の『三十六人撰』
に載っている和歌の名人 36 人
の総称）の一人。『もみじはの 
ながるるときは たけかはの ふち
のみとりも いろかはるらむ』。
清流の竹渕川を訪れた際に詠ま
れた和歌で、「拾遺和歌集」に
残されている。

※この歌碑は目立たない場所に
　設置してありました。

⑧永代橋跡と平野川跡の公園　
　文化 3 年 (1806) ４月築造の石橋が
保存されている。石橋を中心に約 100m
旧平野川跡が公園として残されている。

ちょっと寄り道…船板塀の土蔵
※使い場からすぐの民家で発見。

⑨使い場と柏原舟
　使い場は、船の物資の揚げ降ろしをした場所で、かつては村ごとにあったと思われる。
河川改修で川から離れた位置になってしまったが、そのまま保存されている。
　柏原舟は、 元和 6 年 (1620)・寛永 16 年 (1639) と大和川水系の大洪水復興の為、
代官末吉孫左衛門は大坂町奉行の内諾を得た上で大井村・柏原村の庄屋の協力も得て平野川
筋の川浚えをし通船可能にした。舟は二十石積、長さ約 19m、幅 2m、深さ 0.42m の
浅川舟４０隻を以て舟仲間を組織して積荷運送を始め、その利益を水害復興資金に充て、
柏原村で舟持ち十五人で営業を始める。四年後には、70 隻に増船されたという。

⑩南木の本防災公園
　2012 年 11 月 に 府 立
八尾南高校の跡地にできた
市 の 防 災 施 設。体 育 館 や
運動広場・自由広場など
があり、平常時は市民の
スポーツ活動や憩いの場
として活用し、災害時には
一次避難地・避難所等と
して活用される。

※目標地点に到着！約 2 時間半の
　道のりでした。

⑪了意橋
　了意川の名を残す橋。平野川のこの
辺りから青地樋門の辺りまでを了意
川と呼んだ。久宝寺村の安井了意が
16 世紀末に平野川の川筋を広げて
通船しようとしたため「了意川」と
呼ばれたともいわれている。
※ここで解散。お疲れ様でした。
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　5 月 19 日 ( 日 )、絶好の曇り空の下、「ぶらりまちあるき」を行ないました。これまでに行なった旧

大和川流域のまちあるきから少し離れ、今回は旧大和川と関連のある平野川を散策しました。

　JR 加美駅近くの菅原神社から出発し、旧辻元家住宅、奥田家住宅を通過、まずは南の旧平野川跡の

道路へ向かいました。1704 年の大和川付け替え以前の平野川は、現在よりも川幅が広く、「柏原舟」と

呼ばれる物資運搬船も往来し、とても大きな川でした。また平野川はぐねぐねと蛇行し、水害も多かっ

たそうです。そのため、たびたび治水工事が行なわれ、直線的に改修された場所や旧川跡に作られた緑

道や公園などが現在多く見られ、今回のまちあるきの大きな見所になっています。

　平野川までやって来ると、あとは目標地点の八尾市立南木の本防災公園まで、ひたすら川沿いを南へ

歩きました。途中、新家天満宮や凡河内躬恒の歌碑、使い場など 10 ヵ所以上の歴史スポットにも立ち

寄り、最後は了意橋で解散し、約 3 時間のまちあるきを参加者の皆さんと楽しむことができました。

　ここでは、まちあるきの中で通過したいくつかのチェックポイントを紹介します。

ま ち あ る き イ ベ ン ト

ぶらりまちあるき
～平野川 編～

付
け
替
え
以
前
の

        

大
和
川
水
系

ま
ち
あ
る
き
の
説
明
を

　
　   

聞
く
参
加
者
た
ち

④旧平野川跡の道路
　蛇行した平野川は、度々浸水被害
をもたらした。それを解消するた
め、中央環状線西側から今川合流点
まで大阪府と大阪市で 1969 年～
1973 年に河川を直線的に改修して
いる。旧河川跡は、道路や緑道、公

園などになっている。
※大きく曲がっている道から旧河川の
　かたちが想像できます。

①菅原神社
　鞍作の神社。「方除天神」とも
呼ばれ、7月には「だんじり」が
出る夏祭りがある。車のお祓い
専用の場所が設けられている。

②旧辻元家住宅
　（がんこ平野郷屋敷）
　平野郷鞍作の豪農辻元家の
本宅として江戸時代初期に建
設された近世和風建築。90 年
から「がんこ平野郷屋敷」の施
設となり、93 年から屋敷内に

「くらしの博物館」を設置する。

③奥田家住宅
　鞍作村と呼ばれていたこの
地域で、代々鞍作の庄屋を務
めていた奥田家は、付近 10 ヵ
村の庄屋総代だったという。
江戸時代初期に建てられた屋
敷は 7 棟が国指定重要文化財
になっている。奥田家は、植田
家と姻戚関係にある。
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旧
植
田
家
住
宅
に
は
約
四
万
点
に
も
の
ぼ
る
収
蔵

品
が
の
こ
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
用
途
不
明
の
資
料
が

い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
も
の
も

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
便
所
内
で
の
排

泄
音
を
消
す
た
め
の
「
音
消
し
壺
」
で
あ
る
こ
と
が

最
近
わ
か
っ
た
。

　

現
在
、
主
に
公
共
の
女
性
用
ト
イ
レ
で
、
流
水
音

な
ど
を
擬
似
的
に
発
し
排
泄
音
を
消
す
「
ト
イ
レ
用

擬
音
装
置
」（
※
）
を
よ
く
目
に
す
る
が
、
こ
う
し

た
装
置
が
す
で
に
江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
れ
が
音
消
し
壺
で
あ
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て

様
々
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
『
ト
イ
レ
考
現
学
』
に

よ
る
と
、
音
消
し
壺
は
便
所
脇
に
置
か
れ
、
姫
君
な

ど
の
身
分
の
高
い
人
が
用
を
足
す
際
、
近
く
に
控
え

た
付
き
人
な
ど
が
水
の
入
っ
た
壺
の
栓
を
抜
い
て
水

を
流
し
、
そ
の
流
水
音
で
排
泄
音
を
隠
し
た
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
手
洗
い
用
に
も
使
わ
れ
た
よ
う
だ
。

　

植
田
家
に
あ
る
音
消
し
壺
は
、
高
さ
五
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
青
銅
製
で
、
蓋
の
上
部
に
獅
子
が
装
飾

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
両
側
の
取
っ
手
部
分
は
象
に

似
た
生
き
物
と
蛇
口
の
部
分
は
龍
が
か
た
ど
ら
れ
て

い
る
。
植
田
家
が
こ
の
音
消
し
壺
を
い
つ
ご
ろ
所
有

し
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
は

わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
江
戸
時
代
か
ら
代
々
、
安
中

新
田
の
支
配
人
を
つ
と
め
、
身
分
の
高
い
人
も
よ
く

旧植田家住宅  学芸員
谷口 弘美

研 究
のーと

Investigation
Note

ファイル 5

「音消し壺」
お と け 　  つ ぼ

植田家所蔵の「音消し壺」。側面（ 写 真 左）と正面（ 同 右）。

音消し壺のある風景　※画像はイメージです。
　　　　　　　　　  　  　　   実際にこの場所には置いていません。

訪
れ
た
と
い
う
植
田
家
で
こ
の
音
消
し
壺
が
使
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
音
消
し
壺
は
、
各
地
の
旧
邸
や
庄
屋
、

本
陣
屋
敷
な
ど
に
現
存
し
、
亀
の
装
飾
が
付
け
ら

れ
た
も
の
や
陶
器
製
の
も
の
な
ど
、
意
匠
や
素
材
も

様
々
で
あ
る
。
音
消
し
壺
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不

明
な
点
が
多
い
た
め
、
そ
の
分
布
や
産
地
に
つ
い
て

も
今
後
、
調
査
し
て
い
き
た
い
。
も
し
、
音
消
し
壺

に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
れ
ば
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

    　

※「
音
姫
」（
T
O
T
O
の
登
録
商
標
）の
名
で
定
着

参考文献：山路茂則『トイレ考現学』（啓文社、1991年）
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毎
年
九
月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
「
河
内
木
綿

ま
つ
り
」（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
）

で
す
が
、
今
年
は
早
め
の
五
月
十
一
日
（
土
）

と
十
二
日
（
日
）
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
朝
か
ら
雨
で
出
足
が
心
配
で
し
た
が
、

前
日
の
「
出
前
授
業
」
を
受
け
た
地
元
の
永
畑

小
学
校
四
年
生
た
ち
と
、
当
日
予
定
し
て
い
た

畑
企
画
が
延
期
に
な
り
そ
の
ま
ま
参
加
し
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
で
綿
く
り
、
糸
紡
ぎ
の
ほ
か
、

機
織
り
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
二
日
目
は
、
近
鉄
八
尾
駅
主
催
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
T
R
Y
あ
ん
ぐ
る
ウ
ォ
ー

ク
」
の
日
と
重
な
り
、
そ
の
コ
ー
ス
に
植
田
家

が
入
っ
て
い
る
の
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が

立
ち
寄
る
の
か
と
ド
キ
ド
キ
の
ス
タ
ッ
フ
…
。

十
時
頃
か
ら
続
々
と
訪
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
の
人
た
ち

で
受
付
は
行
列
、
施
設
内
も
人
・
ヒ
ト
・
ひ
と
!!

そ
の
喧
騒
の
中
で
木
綿
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
、

体
験
を
指
導
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
指
導
さ
れ
る
方

も
汗
だ
く
。
ウ
ォ
ー
ク
の
人
た
ち
は
立
ち
寄
る

だ
け
で
先
を
急
ぐ
た
め
木
綿
体
験
は
パ
ス
す
る

の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
興
味
深
々
で
質
問
し
た

り
、
写
真
を
撮
ら
れ
た
り
す
る
の
で
そ
の
対
応

に
も
追
わ
れ
ま
し
た
（
館
内
は
撮
影
禁
止
に
な
っ

て
い
ま
す
）。

　

午
後
に
な
り
、
人
の
出
入
り
も
や
っ
と
落
ち

着
き
、
あ
と
は
の
ん
び
り
じ
っ
く
り
と
体
験
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
毎
月
行
な
っ
て
い
る
木

綿
体
験
な
ど
で
糸
つ
む
ぎ
が
と
て
も
上
手
く

な
っ
て
い
る
子
も
何
人
か
い
て
、
参
加
者
の
大

人
の
方
に
指
導
（
？
）
し
て
く
れ
た
り
、
学
校

や
家
の
出
来
事
を
ス
タ
ッ
フ
や
他
の
来
館
者
の

人
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

楽
し
そ
う
な
笑
い
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
く
慌
し
い
木
綿
ま
つ
り
に
な
り
ま

し
た
が
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
て
、

今
年
も
一
〇
〇
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

澤
田 

知
英
子（
ス
タ
ッ
フ
）

河内木綿まつり河内木綿まつり
平成25年5月11日（土）・12日（日）

第
五
回

人・ヒト・ひと !!

で大賑わい
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【
釜
ば
ぁ
デ
ビ
ュ
ー
】

　

五
月
、
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
が
旬
を
む
か
え
た
。
昨

年
よ
り
若
干
、
収
穫
量
は
少
な
い
も
の
の
、
ま
ず
ま

ず
の
出
来
だ
。
か
ま
ど
を
使
い
、
新
鮮
な
ウ
ス
イ
エ

ン
ド
ウ
で
作
る
豆
ご
は
ん
。
獲
っ
て
す
ぐ
の
豆
は
、

皮
が
全
く
口
に
残
ら
ず
、
驚
く
ほ
ど
甘
く
て
や
わ
ら

か
い
。
そ
れ
を
、
し
っ
か
り
と
浸
水
さ
せ
た
、
ち
ょ
っ

と
い
い
お
米
に
加
え
、
薪
の
火
力
で
一
気
に
炊
き
あ

げ
る
。
…
お
い
し
く
な
い
訳
が
な
い
。
し
か
し
、
実

は
心
配
が
ひ
と
つ
。
今
回
の
釜
番
は
、
か
ま
ど
で
ご

飯
を
炊
い
た
こ
と
が
な
い
私
だ
。
今
ま
で
、
ご
飯
炊

No.17

き
は
お
手
伝
い
程
度
し
か
経
験
が
な
か
っ
た
。
前
日

か
ら
「
も
し
失
敗
し
た
ら
…
」
と
緊
張
で
寝
付
け
ず
、

朝
を
迎
え
た
。

　

も
う
逃
げ
ら
れ
な
～
い
（
笑
）。
以
前
の
ご
飯
炊
き

の
時
に
、
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
よ
く
思
い
出
し
、

悪
戦
苦
闘
。
そ
し
て
何
と
か
無
事
炊
き
あ
げ
る
事
が

で
き
た
。（
お
こ
げ
も
バ
ッ
チ
リ
！
予
想
以
上
に
う
ま

く
炊
け
た
。
師
匠
に
感
謝
！
）
こ
れ
で
少
し
、
い
や
、

か
な
り
自
信
が
つ
い
た
単
純
な
私
だ
っ
た
。
や
は
り

数
名
い
た
豆
ぎ
ら
い
の
子
ど
も
も
、「
甘
～
い
！
」
と

残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
た
。

【
イ
チ
ゴ
ま
み
れ
～
】

　

と
に
か
く
大
豊
作
だ
。
心
配
し
て
い
た
ナ
メ
ク
ジ

被
害
も
免
れ
、
毎
日
が
収
穫
祭
状
態
。
当
初
、
二
〇

株
ほ
ど
だ
っ
た
イ
チ
ゴ
の
苗
は
、
今
で
は
一
〇
〇
株

を
超
え
て
い
る
。
以
前
、
ご
紹
介
し
た
桃
の
味
が
す

る
「
桃
薫
」
を
は
じ
め
、
四
季
成
り
の
も
の
な
ど
、

カマドでご飯炊き

イチゴ大豊作！

お守りのノートを置いて奮闘中

無事に炊き上がった豆ご飯

数
種
類
を
育
て
て
い
る
。

永
畑
幼
稚
園
の
園
児
も
、

ひ
と
り
一
粒
だ
が
三
度

収
穫
＆
試
食
が
で
き
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
イ

チ
ゴ
は
で
き
続
け
、
あ

と
数
回
は
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
時
間
の
都
合
が

つ
か
ず
、
今
年
の
「
イ
チ
ゴ
狩
り
」
は
終
了
し
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
子
株
を
と
る
時
期
だ
が
、
途
方
も
な
い

数
。
次
は
良
い
株
だ
け
を
選
り
す
ぐ
っ
て
来
年
の
イ

チ
ゴ
狩
り
に
備
え
よ
う
と
思
う
。

　
　
（
※
旧
植
田
家
住
宅
の
イ
チ
ゴ
は

　
　
　
　

永
畑
幼
稚
園
の
見
学
用
に
育
て
て
い
ま
す
。）

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

同
じ
頃
、
勝
間
南
瓜
と
黒
門
越
瓜
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
植
え
た
。
伝
統
野
菜
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
？
と
思

わ
れ
る
が
、
植
田
家
の
畑
は
五
年
目
を
迎
え
た
。
そ

こ
で
、
土
壌
改
良
に
よ
い
と
さ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
育
て
る
事
に
。
そ
の
代
わ
り
、
昨
年
、
激
苦
だ
っ

た
毛
間
胡
瓜
は
、
見
合
せ
た
。
初
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

栽
培
。
さ
て
、
無
事
育
て
ら
れ
る
か
七
月
の
収
穫
祭

が
楽
し
み
だ
。

秘密の
ご飯炊きノート
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～
JR
八
尾
駅
橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
～

　

駅
舎
の
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
三
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。
長
年
親
し
ん
で
き
た
旧
駅
舎
の

姿
も
少
し
遠
い
昔
の
記
憶
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

六
月
二
十
九
日
は
新
駅
舎
と
自
由
通
路
の
運
用

開
始
に
先
立
ち
、
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
い
よ
い
よ
七
月
六
日
か
ら
橋
上
駅
舎
及
び
自

由
通
路
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た
。
今
年
に
入
り
、

建
物
が
徐
々
に
姿
を
見
せ
始
め
る
と
、
地
元
住
民

を
は
じ
め
多
く
の
駅
利
用
者
や
鉄
道
関
係
者
（
鉄

道
フ
ァ
ン
）
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
特
に
駅
北
側

に
設
置
さ
れ
て
い
た
工
事
用
の
万
能
塀
が
取
り
外

さ
れ
た
六
月
に
は
、
多
く
の
人
が
立
ち
止
ま
り
、

思
い
思
い
に
新
駅
舎
を
眺
め
て
い
た
。

　

環
境
の
変
化
に
は
良
し
悪
し
が
あ
り
、
慣
れ
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
こ
れ
ま
で
北
と
南
を

隔
て
て
い
た
大
き
な
壁
の
よ
う
な
も
の
が
、
こ
の

自
由
通
路
の
開
通
に
よ
り
取
り
除
か
れ
た
こ
と

は
、
八
尾
（
植
松
周
辺
地
域
）
の
歴
史
に
お
い
て

大
き
な
一
歩
で
あ
る
。
ま
ち
に
一
体
感
が
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
や
、
何
よ
り
多
く
の
人
が
気
軽
に
往

来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
現
在

も
駅
南
側
に
あ
る
万
能
塀
で
は
、
植
松
周
辺
の
寺

社
・
地
蔵
等
を
紹
介
す
る
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
こ
と
を
知

る
た
め
の
架
け
橋
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　

駅
周
辺
の
整
備
工
事
は
来
年
ま
で
続
く
予
定
。

こ
の
八
尾
の
新
し
い
顔
が
、
早
く
地
元
に
馴
染
み
、

ま
ち
の
誇
り
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

　北と南をつなぐ自由通路、
　　　　　　　　　  いよいよ開通！

第
十
一
回

完成した JR 八尾駅の新駅舎植松からみた南側駅舎

自由通路の内部駅前展示も実施中（植松の寺社・地蔵）

昭和44年の国鉄八尾駅（南側駅舎）

PLAYPLAY

BACKBACK
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記
憶
と
い
う
も
の
は
距
離
に
よ
っ
て
支
配
さ

　

れ
る
も
の
だ
。
人
は
忘
れ
ま
い
と
記
憶
し
て
い

　

る
も
の
も
距
離
が
遠
く
な
る
に
従
っ
て
、
殆
ん

　

ど
頼
り
な
い
ほ
ど
模
糊
と
し
て
く
る
も
の
だ
。

　

そ
れ
に
反
し
て
、
強
烈
な
印
象
は
距
離
と
共
に

　

鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。

　

今
東
光
が
、
支は

せ
く
ら
ろ
く
え
も
ん
つ
ね
な
が

倉
六
右
衛
門
常
長
を
主
人
公
に

し
て
書
い
た
小
説
「
は
ぜ
く
ら
」（
一
九
六
一
（
昭

和
三
十
六
）
年
四
月
二
十
五
日
、
中
央
公
論
発
行
）

の
中
で
記
し
た
文
章
の
一
節
で
す
。

　

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
は
、
日
本
ス
ペ

イ
ン
交
流
四
百
周
年
の
記
念
の
年
で
す
が
、
こ
れ

は
慶
長
遣
欧
使
節
が
石
巻
市
月
の
浦
港
を
出
帆
し

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

支
倉
常
長
を
代
表
と
し
た
同
使
節
が
持
ち
帰
っ
た

関
係
資
料
が
、
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
忘
れ
か
け
ら
れ
て
い
る
今

落
穂
拾
い

　

 -

今
東
光
の
薫
風- 

（十
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

東
光
の
仕
事
の
一
端
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

小
説
「
は
ぜ
く
ら
」
は
、
一
九
五
九
（
昭
和

三
十
四
）
年
『
中
央
公
論
』
五
月
号
か
ら
連
載
が

始
ま
り
ま
し
た
。
前
月
号
で
は
連
載
予
告
を
兼
ね

た
対
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
相
手
は
音
楽

家
の
山
田
耕
筰
で
し
た
。
山
田
耕
筰
と
東
光
と
の

関
係
の
深
さ
は
別
の
機
会
に
譲
り
ま
す
が
、
こ
の

対
談
の
席
上
で
東
光
は
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
て

い
ま
す
。

　　
　

あ
の
当
時
に
で
す
ね
、
木
造
船
で
太
平
洋
を

　

横
断
し
て
、一
ぺ
ん
メ
キ
シ
コ
へ
上
っ
て
、メ
キ

　

シ
コ
か
ら
出
て
い
っ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
船
、

　

つ
ま
り
軍
艦
で
し
ょ
う
な
。
そ
れ
に
乗
っ
て
、

　

ま
ず
ス
ペ
イ
ン
さ
し
て
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

　

と
に
か
く
ロ
ー
マ
ま
で
行
っ
た
。往
復
前
後
八
年

　

か
か
っ
て
い
ま
す
よ
。（
中
略
）

　
　

少
壮
気
鋭
の
、
い
の
ち
も
何
も
惜
し
く
な
い
、

　

火
の
玉
み
た
い
な
連
中
が
大
壮
挙
を
試
み
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
よ
。
ぼ
く
は
、

　

そ
れ
だ
け
で
も
、
ち
ょ
っ
と
日
本
人
の
進
取
の

　

気
性
に
う
た
れ
ま
す
ね
。

コ
ラ
ム

　

山
田
耕
筰
に
と
っ
て
も
若
い
頃
か
ら
温
め
て
い

た
題
材
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、二
人
は
こ
の

作
品
を
オ
ペ
ラ
に
す
る
こ
と
を
約
し
て
、別
れ
ま
す
。

　

真
っ
直
ぐ
な
野
心
を
秘
め
た
東
光
の
力
作
「
は

ぜ
く
ら
」
は
、
日
本
側
か
ら
は
〝
陸
奥
丸
〟、
洋

式
名
で
は
〝
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
〟

と
称
さ
れ
た
帆
船
が
、
宮
城
県
雄
勝
町
呉
壺
の
地

で
密
か
に
建
造
さ
れ
る
場
面
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

船
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

1961（昭和36）年4月、
中央公論社発行

＊本誌に掲載された「国宝 支倉常長像」（仙台市博物館蔵）の画像は、PDF版には掲載していません
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